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論 文 内 容 の 要 旨
木地師とは山中の広葉樹を伐って擁櫨その他の工作器具で椀 ･盆 ･杓子などの木地を製作した人々のこ
とで, 擁塵肺ともいう｡ 本論文はこれまで一部の民俗学者によって断片的にしか取り上げられなかった木
地師制度を, 歴史学の立場から総合的に研究したもので, その生成 ･発展 ･変質 ･衰退の過程を追究する
とともに, その盛期である江戸時代の木地師に関する制度 ･組織ならびに木地師の生活状態を究明してい
る｡
序論第 1章では木地師の語義, 木地師制度の概要を述べ, 同第 2章では木地師研究の歴史, 重要性, 冒
的について記している｡
本論第 1葦では原始時代 ･古代における木地の製作と, 平安時代に木地師に関する組織 ･制度が成立す
る過程を述べ, 宮建の擁輯関係者が諸国豪族の招碑に応じて地方に赴いた中で最も勢力を有した藤原 (小
椋) 実秀以下 9名の擁壌工たちが, 惟喬親王を奉じて近江国小椋葦に拠り, 日本国中の木地師を支配する
体制を作り上げたとしている｡
第 2 章では, このような木地師に関する組織の発展と, 木地師集落が全国的に広がって行く地域的発展
の経路ならびにその分布状態を解明し, 木地師が我が国における美林の形成に及ぼした影響 (木地師の伐
木と御礼杉による実株の形成) についても触れている｡
第 3葦では木地師の根源地近江の筒井公文所 ･高松御所の史料とくに氏子狩 (駈) 帳によって, 本所と
全国に散在する木地師村落との問に, 氏子狩という特異な制度が存在したことを明らかにするとともに,
木地生産の技術と製品, 労働組織, 販売組織をはじめ, 木地の座と株仲間, 都市漆器問屋の木地生産支配
など, 経済史上の重要問題についても論述している｡
第 4 章では木地師の定着農化と先住農村との関係を見るとともに, 木地師集落の状況, 木地 師 の衣 食
住, 同族意識, 宗教など, 木地師の生活面について検討を加えている｡






論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は前述のように従来は主として民俗学者によって断片的に問題とされるに過ぎなかった木地師制
度を, 歴史学の立場から取り上げ, 大和吉野郡高原文書からは中世後期における木地師について, また近
江筒井公文所 ･高松御所の氏子狩 (醍) 帳と諸国木地師村落の史料からは, 近世における木地師村落の分
布と木地師制度について究明し, 木地師の生成 ･発展 ･変質 ･衰退の過程についても, これを総合的 ･体
系的に検討した｡ その結果として, (1)木地師の生成 ･発展 ･変質 ･衰退の概要, (2)盛時における木地師の
制度, (3)木地師村落の特質が判明したばかりでなく, 次のような諸点が明らかにされたO
(a) わが国の山村の中には木地師の開発した村や, 木地師と関係のある村が多く, 近世における国の数
からすれば 40 カ国に跨がり, 戦前の市町村数では著者の確認したものだけでも1414 を数えることができ
る｡




(也) 木地の生産に必要な広葉樹の伐採と, 伐木跡- 御礼杉として杉 ･桧を植樹したことは, わが国夫林
の形成に役立つところがあった｡
本論文の中で明らかにされた特筆すべき点としては, 上記のようなことが挙げられるが, このほか に
ち, 本論文には農史という観点からみて幾多の新知見が見出され, 本論文を価値の高いものとしている｡
要するに本論文は, これまで軽視されてきた木地師の歴史的な役割を重視し, これを総合的 ･体系的に
研究したもので, この種の研究としては最初のものであり, その中には農史研究の上に参考となる多くの
新知見が含まれている｡ もっとも本論文にも, なお解明しつくされていない点が無いわけではないが, し
かし前人未踏の山奥に初めて開拓の鍬を入れたものであるという意味において, 本論文が, 参考論文 ｢林
野入会権の研究｣ ならびに ｢封建経済構造の崩壊過程｣ とともに, 日本の農林業史研究上に寄与した功績
は大きい｡
よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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